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2022(令和４)年６月発行

セーフコミュニティ合同対策委員会を行いました！

令和４年５月２７日（金）に大槻ふれあいセンターにて合同対策委員会を実施しました。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、６分野が一同に揃っての開催は２年振りとなりました。
今年は再認証取得に向けての現地審査があるため、今後のスケジュールや活動の進め方について全体で確認

しました。

「なにが問題なのか」
という連携と

「なにをやっているのか」
という連携の

２つの視点でみていくと
いいと思います

講評

さらに連携を深め、セーフコミュニティ活動を推進していきます！

自殺予防は年齢層が
幅広いので、こどもや高齢者の
安全対策委員会と連携して
相談窓口の周知をしていきたい

高齢者の見守りは
防犯や防災・環境安全対策委員会

と連携できそう

発表

など、さまざまな意見がでました！

白石氏より

ワークショップ 各対策委員会に分かれて、【 連携 】をテーマに意見を出し合いました

郡山セーフコミュニティ推進協議会
会長 品川市長よりあいさつ

日本セーフコミュニティ推進機構
代表理事 白石陽子氏

演題
だれもが安心して安全に暮らせる
まちづくりに向けて

・再認証のポイントは、今まで活動してきた
基盤をもとに「どういう取組をしてきたか」
「その取組をしてどのように変わってきたか」
が重要になります。
・今日のワークショップでは、
対策委員会の“中”のつながりや“横”の
つながりを考えてみてください。
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警察庁が公表している交差点での交通事故データと、郡山市セーフコミュニティ推進協議会交通安全対策
委員会で作成した「交通事故多発地点マップ」の交差点事故発生箇所を比較するため、連携企業にご協力い
ただき、データをもとに事故発生箇所をグーグルマップ上に表示しました。
自宅付近や通勤・通学経路などの事故発生状況を確認し、交通事故の未然防止に役立ててください。

交通事故多発地点マップを活用しましょう ＝ 交通安全対策委員会 ＝

赤で表示 … 交通事故多発地点マップデータ（2016年から2019年）

青で表示 … 警察庁交通事故データ（2019年から2020年）

〈 表示イメージ 〉

▼マップは
こちらから

普段通らない場所も
予め危険箇所を把握しておくと
事故の未然防止に役立つね 🚗

家族で危険な箇所を
確認して共有しよう！
自転車に乗るときや歩くときも
より注意するといいよね 🚲

DV※を理解しましょう ＝ 防犯対策委員会 ＝

令和２年度に実施した郡山市セーフコミュニティ市民意識調査において、様々な形のDVの認知度について
調査を行いました。結果、身体的暴力に比べて、その他のDVの認知度は低いことが分かりました。
DVと聞くと、多くの人は、殴る、蹴るなどの直接的な暴力である【身体的暴力】を想像すると思いますが、

周囲にDVを受けている方がいたときなど、専門の相談機関につないであげることができるように、様々なDV
の形態があることを知っておくことは大切です。

※DV（ドメスティック・バイオレンス）…配偶者や恋人、パートナーなど親密な関係にある者、又は親密な関係にあった者から振るわれる暴力のこと

Q. DVにあたるもので、知っているものを選んでください。（複数選択可） 出典：令和２年度郡山市セーフコミュニティ市民意識調査

n=2,284

身体的暴力

○ 殴る・蹴る
○ 突き飛ばす

○ 引きずりまわす
○ 首を絞める など

精神的暴力

○ 大声で怒鳴る
○ 人前でばかにする

○ 無視する
○ 大切なものを壊す など

経済的暴力

○ 生活費を渡さない
○ お金を取り上げる

○ 仕事を制限する
○ 借金を負わせる など

社会的暴力

○ 交友関係や電話・メールを細かくチェックする
○ 実家や友人との付き合いを制限する など

性的暴力

○ 無理やりポルノなどを見せる
○ 性的な行為を強要する など

こどもを利用した暴力

○ こどもの前で暴力を振るう
○ こどもに危害を加えるとおどす など

郡山市では
配偶者等からの
暴力に関する相談を
受け付けているよ。
ひとりで悩まず、
まず相談を！

こども家庭相談センター
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殴ったり、蹴ったりするなど身体に対する暴力を行う

人格を否定したり、容姿を傷つけるといった言動等により相手を傷つける

恋人など親密な関係にあるものに対する暴力により、相手をコントロールする（デートDV）

性行為の強要、避妊に協力しない

携帯電話等をチェックする等、社会生活をする上での人間関係や行動を制限する

お金や高価なプレゼントを要求する等、金銭的な負担を要求する

無回答

（人）



01. 郡山市セーフコミュニティ市民意識調査にご協力ください！
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セーフコミュニティ課からのおしらせ

郡山市では隔年で、統計データやアンケート調査によってけがや事故などに関する
地域の状況を分析する【地域診断】を行っています。
今年度は、６月下旬に市民4,000人の方（無作為抽出）へアンケート用紙を

発送しますので、届いた方はご協力をお願いいたします。
これまでの【地域診断】の結果は市ウェブサイトにて公表しています。

アンケート調査では、統計データでは拾うことのできない
住民の皆さんのけがの状況や不安に感じていることなどを聞くよ。
セーフコミュニティ活動を進める上で、
地域の安全診断はとても重要な役割を果たすんだ！

▼これまでの地域診断は
こちらから

02. セーフコミュニティ活動推進事業所を募集しています！

郡山市内において、安全・安心に関する活動に取り組む企業・団体や事業所を募集しています。

◆ 募集期間：２０２２年４月１日（金）から２０２３年３月３１日（金）まで

◆ 対象 ：市内で安全・安心に関する活動に取り組む事業所（企業、団体、事業所等）
※事業所の所在地は問いません

・セーフコミュニティ活動推進事業所ステッカーを交付します！
・セーフコミュニティこおりやま啓発ポスターやチラシ等をお渡しします！
・市ウェブサイトやパネル展示等で登録事業所の安全・安心活動を紹介します！

参加登録のメリット
▼お申込みは
こちらから

03. セーフコミュニティ賞候補者を募集します！

けがや事故を防ぐセーフコミュニティ活動を広め、安全に安心して暮らすことができるまちづくりを
推進するため、市内でセーフコミュニティ活動に取り組んでいる皆さんを表彰します。
セーフコミュニティ活動に取り組んでいる個人や団体、事業者の方はぜひ応募してください！

◆ 募集期間：２０２２年７月１日（金）から２０２２年９月２日（金）まで

◆ 対象 ：市内で活動している個人、団体、町内会、事業者など ※自薦・他薦可

令和４年２月５日に
表彰式を行いました

中央公民館、イトーヨーカドー、
日和田ショッピングモールフェスタにて
展示を行い、広くセーフコミュニティ

活動を紹介しました

活動内容についてまとめた
受賞者パンフレットを
作成しました

▼くわしくは
こちらから

～昨年度の様子～

セーフコミュニティの取組手順
（S+PDCAサイクルの活用）

取組の企画
PLAN

取組の実践
DO

成果の測定・評価

CHECK

目標・対象等
の設定

改善・反映
ACT

安全診断
SEE
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【事故発生場所別】

屋内 屋外

※119番入電時傷病者が
いた場所

おしらせ

発行 郡山市セーフコミュニティ推進協議会 ／ ２０２２（令和４）年６月
【お問合せ・連絡先】
事務局：郡山市市民部セーフコミュニティ課セーフコミュニティ推進室（郡山市役所西庁舎３階）

電話 ０２４－９２４－２１５１ ﾌｧｸｼﾐﾘ ０２４－９２１－１３４０
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ safecommunity@city.koriyama.lg.jp

検索郡山市 セーフコミュニティ
市民意識調査結果、地域診断等のデータが
ダウンロードできます。
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熱中症を予防しましょう！ ＝ 予防救急 ＝

暑熱順化ということばを知っていますか？

情報提供：郡山地方広域消防組合

✔ 無理のない範囲で
汗をかこう！

郡山地方広域消防組合は
けがなどを予防する
『予防救急』に
取り組んでいます。
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【年代別の搬送人員】

暑熱順化とは、身体が暑さに慣れることをいいます。
汗をしっかりとかいたり、皮膚の血流量が増加することで、
熱を身体の外へ拡散させやすくなります。
人は身体を動かすことで、体内で熱が作られて体温が上昇します。
体温が上がると、発汗による気化熱や、皮膚の血管を拡張させることで

身体の表面から熱を逃がす放散熱によって体温を調節しています。
この調節がうまくできないことで、体温が上昇し熱中症となってしまいます。
つまり、本格的に暑くなる前に身体を暑熱順化させることでこの体温調節機能を高めておくことが大切です。

暑熱順化は、
運動したり、入浴したり、
意識して汗をかくことで
少しずつ進んでいくよ。

こどもと高齢者の年代で、救急搬送が多いね。
体温調整機能がこどもは未発達、高齢者は低下
しているため、熱中症になりやすいんだね。
周りの人も気にかけ、より注意しよう！

熱中症といえば、その多くが気温が高い炎天下の
屋外で発症していると思われがちだけど、実は最も
多い発生場所は「住宅の室内」なんだ。外気温が高
くなると思った以上に室温が上昇するんだけど、
それに多くの人が気づかないことが原因だよ。

「セーフコミュニティ
こおりやま」のツイッター
アカウントで、安全・安心に
つながる情報やセーフコミュニティ活動
の取組事例などを紹介しています。
アカウントを

お持ちの方は、
ぜひフォローを
お願いします！

＠sc_koriyama

郡山地方広域消防組合では、
予防救急や火災予防をはじめ、
日常業務や訓練の様子等を
写真等を通して視覚的な情報に
より効果的に発信するため、
公式インスタグラムを
開設しました。
ぜひ、フォローして

ください！

（人） （人）


